
令和７年度全国学力・学習状況調査の結果について
令和７年10月7日
枚方市立樟葉学校

文部科学省が今年４月に実施した、令和７年度全国学力・学習状況調査の結果について、本校の学力や学習の
状況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、児童（生徒）の生活習慣と学力には相関関係があることから、
引き続き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。

学力調査の結果

学力調査結果の中から、本校と全国の平均正答率（対全国比）をお知らせします。

＜学力調査結果の概要＞

○国語について

→全ての問題で全国の平均正答率を上回り概ね良好な結果でした。ほとんどの問題で全国の無解答率を下回り
概ね良好な結果となりました。選択式の問題については、9問中8問が無解答率0でしたが、短答式・記述式になると
無解答率が上がります。全国平均値からも、「文章と図表を結びつけて考える」事においては課題が見られました。
漢字については、他の問題の正答率を参考にすると、もっと書けていてもよいのでは、と考えられます。文や文章が書
けていても、その中で漢字を使っていないことが推測されます。「国語の勉強はよくわかる」、「得意と感じる」、「工夫
して意欲的に学習し、将来に役に立つと考えている」にも関わらず、「好きではない」と回答した人の割合が半分を超
えています。このことから、今後どのように学習を進めていくか、どのような授業づくりをしていくのかといった課題と考
えています。

○算数【数学】について

→本校児童だけでなく、全国的に「苦手」とする児童が多い結果となっていますが、本校は、全体的に、国や府の平
均を上回りました。基礎学力がある程度定着しているとの判断ができます。記述式で解答する問題に関しても、国や
府の平均よりも正答率が高く、普段の授業の中で、自分の言葉で学習内容をまとめてきた成果が表れていると考え
られます。ただ、算数用語を用いた説明や、決められた条件に当てはまるように説明することを求められると、うまく表
現できなくなる傾向にあります。今後の授業の中で、既習の算数用語を用いて説明したり、条件を指定して説明した
りする機会を増やすことで、さらに力を伸ばせるのではないかと考えます。

○理科について

→正答率を比較した場合、すべての項目において全国を上回っています。特に、「エネルギー」を柱にした領域にお
いて、全国の平均を大きく上回っています。対して、「生命」を柱とする領域に関しては全国とあまり差がなく、理解が
難しい傾向が見られます。問題形式に関しては、短答式を得意とする傾向があり、記述式は苦手な傾向があります。

※調査結果について
教科や出題範囲が限られていることから、全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分

です。

令和7年度

国語 数学 理科平均正答率
対全国比

樟 葉 小学校 1.12 1.12 1.09 

保護者の皆さま・関係者の皆さまには
お知らせしています。

保護者の皆さま・関係者の皆さま
にはお知らせしています。



国語科において成果があった設問

【成果が見られた設問】

問題の概要

【資料1】を読んで、思い出した
【木村さんの経験】を通して、木
村さんが気付いたこととして適切

なものを選択する。

考察

時間の経過による言葉の変化や世代に
よる言葉の違いに気づくことができる
かどうかをみる問題である。正答率が
大阪府や全国より約10ポイント上回っ
ており、無解答率は0である。ひいお
ばあちゃんとお父さんの関係が「世
代」、かわやと便所の関係が「ものの
呼び方」であることがきちんと認識で
きている。児童にとって、「時代」と
いう言葉は普段使っても、「世代」と
いう言葉はなかなか普段使いしない。
新聞を比較的よく読んでいる児童が大
阪府や全国に比べて多いことや、学校
の図書の時間を有効活用することにも
起因し、読書を全く好まない児童が少
ないことが良い結果につながっている
ように思われる。

問題の概要

【木村さんのメモ】の空欄アに入
る適切な言葉を【資料２】の中か
ら書き抜く。

考察

時間的な順序や事柄の順序などを考え
ながら、内容の大体をとらえることが
できるかどうかをみる問題である。正
答率は、大阪府や全国に比べて約10ポ
イント高い。無解答率も比較すると4
分の1である。国語の授業で、目的に
応じて自分の考えが伝わるように、文
章を簡単に書いたり、詳しく書いたり
する工夫をしている児童が大多数を占
めており、言語力の充実が根底にある
と思われる。工夫して書く力が文章を
読みこなす力にもつながっているので
はないかと考えられる。



国語科において成果があった設問

【成果が見られた設問】

問題の概要

【話し合いの様子】の田中
さんの発言の空欄Aに当ては
まる内容として適切なもの
を選択する。

考察

目的に応じて、文章と図表な
どを結び付けるなどして必要
な情報を見つけることができ
るかどうかを見る問題である。
学習指導要領の内容項目は「C
読むこと」、評価の観点は
「思考・判断・表現」、問題
の形式は選択式の問題である。
国語の全14問の中で最も全国
平均正答率が低い問題である。
本校の平均正答率は全国の平
均正答率を7.5ポイント上回り、
無解答率も本校は全国の5割程
度であった。

問題の概要

【資料③】を読み、【木村さ
んのメモ】の空欄イに当ては
まる内容として適切なものを
選択する。

考察

文章全体の構成を捉えて要
旨を把握することができて
いるかどうかをみる問題で
ある。学習指導要領の内容
項目は「C読むこと」、評価
の観点は「思考・判断・表
現」、問題の形式は選択式
の問題である。本校の平均
正答率は、全国の平均正答
率を6.2ポイント上回ってい
て、無解答率においても本
校0.0、全国2.5と良い成果が
表れている。



算数（数学）科において成果があった設問

【成果が見られた設問】

問題の概要

新品のハンドソープが空に
なるまでに何プッシュする
ことができるのかを調べる
ために、必要な事柄を選ぶ。

考察

問題を正しく理解し、式を
立てる力があることととも
に、日常にある場面の問題
で、想像しやすかったこと
が大きな要因だと考える。

問題の概要

10％増量した詰め替え用の
ハンドソープの内容量が、
増量前の何倍かを選ぶ。

考察

問題としてはかなり難しい
が、全国や府の平均正答率
を大きく上回り、無解答率
も低かった。日常生活の中
で親しみのある表現であっ
たことや、小数の量感が身
についていること、解答が
選択式であったため、諦め
ずに取り組むことができた
ことなどが、良い結果の要
因として考えられる。



理科において成果があった設問

【成果が見られた設問】

問題の概要

ベルを叩く装置の電磁石につい
て、電流が作る磁力を強めるた
め、コイルの巻数の変え方を書
く。

考察

正答率が９割を越えており、全
国平均と比べても高い。
実験を通して、基礎的な知識が
身についている上に、長い文章
を読解する力や、図を見てイ
メージをふくらませる力がある
と考えられる。

問題の概要

【結果】や【問題に対するまと
め】から、中くらいの粒の赤玉
土に水がしみこむ時間を予想し、
予想した理由とともに選ぶ。

考察

正答率が高く、全国平均よりも
上回っている。
実験結果を比較し、条件を考慮
して予想を立てることができ、
その根拠を明らかにする力がつ
いていると考えられる。



※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当てはまらない」「当ては
まらない」を示しています。

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は100にならない場合もあります。

〔質問内容〕総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを
発表するなどの学習活動に取り組んでいますか

（考察）

全国、枚方市の肯定的回答の割合よりも、上回っている
こととともに、本校の経年推移のデータにおいても、過去
６年間と比較すると全ての年度の肯定的回答の割合を
上回っています。このことは、本校の取り組むべき課題を
「学びを楽しいと思うこと」と捉え、子どもが主体的に学
習する「学習者主体の学び」への転換を進めてきた成
果と考えます。今年度は、校内授業研究テーマを、総合
的な学習の時間を中心に「探究学習」とし、全学年で取
り組んでいます。教師はファシリテーターとして、児童が
主体的に活動する探究者となるよう、学年ごとに年間計
画を立てて進めています。今後も、子どもたちが、基礎的
な知識・技能の習得はもちろんのこと、子どもたちが問
題意識をもって、もっと知りたい、伝えたい、やってみたい
と思える授業づくりを、学校全体で行ってまいります。

〔質問内容〕５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝
わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか

（考察）

全国、枚方市の肯定的回答の割合よりも、上回っている
こととともに、本校の経年推移のデータにおいても、過
去６年間と比較すると全ての年度の肯定的回答の割合
を上回っています。このことは、上記の結果と相関関係
にあると考えられます。本校の学校教育目標である「個
別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の達
成に向けて、子ども一人ひとりへの指導の個別化、学習
の個別化とともに、他の人と対話したり協力したりする
中で学びを深めていく授業づくりを進めていることも成
果として現れたと受け止めています。また、「あなたは自
分がPC・タブレットなどのICT機器を使って情報を整理
する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）
ことができると思いますか」という項目への肯定的回答
の割合が8割近くになり、全国・枚方市の割合を上回っ
ていることから、タブレットを学習に適切に活用できてい
ることも、要因の一つと考えられます。

質問紙調査の結果①

【成果が見られた項目】



〔質問内容〕理科の授業では、観察や実験を
よく行っていますか

〔質問内容〕理科の授業で、観察や実験の結
果から、どのようなことが分かったのか考えて
いますか

（考察）

理科に関する質問紙調査の結果では、上記のもの以外の、理科の勉強は「得意ですか」「好きですか」「授業の内容はよく分りますか」
理科の授業で学習したことは「将来、社会に出たときに役に立つと思いますか」「普段の生活の中で活用できていますか」「自然の中
や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題をみいだいしたりしていますか」といったほとんどの項目におい
て、肯定的回答の割合が、全国、枚方市を上回りました。上記のものの内、経年推移のデータがあるもの（理科テスト実施年度：令和４
年度・平成30年度）の「理科の授業で、観察や実験の結果から、どのようなことが分かったのか考えていますか」「理科の授業で、観
察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り返って考えていますか」の項目に関しては、肯定的回答の割合が、どの年度より
も上回っています。ただし、唯一、「将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか」の項目では、肯定的回答の割合が、
経年推移においても、全国、枚方市においても下回りました。
これらのことから、理科の学習においては、本校の課題である「教科を好きになること」「学びを楽しいと思うこと」等への理科専科の授
業づくりが、成果の一つとなっていると考えられます。理科の勉強を「楽しい」と感じ、「学力」においても全校、枚方市の平均値を上回る
結果となることから、子ども達の実態を捉えた学び方の授業づくりが行われており、近年、継続して、教育の資質の向上をめざした理科
専科を取り入れている成果とも言えます。そして、日頃から、理科の授業づくりが「主体的で対話的で深い学び」をめざし、学校教育目
標でもある、「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の達成にむかっているとともに、本校の課題解決に向けた、今年度の
校内授業研究テーマである「探究学習」に積極的に取り組んでいる結果であると考えます。

質問紙調査の結果②

【成果が見られた項目】
〔質問内容〕理科の授業では、問題に対して答
えがどのようになるのか、自分で予想（仮説）
を考えていますか

〔質問内容〕理科の授業で、観察や実験の進め
方や考え方が間違っていないかを振り返って
考えていますか



（１）授業改善について

本校の学校教育目標は「個別最適な学びと協働的な学びの一体的
な充実～自分で、仲間と、学ぶ楽しさを～」と掲げています。その上で、
子どもたちのより良い教育活動に向けて、生徒指導と学習指導が一
体化するよう、これからも、生徒指導の4つの視点「自己存在感の感
受」「共感的な人間関係の育成」「自己決定の場の提供」「安全・安
心な風土の醸成」を入れた授業づくりと学級経営を行います。そして、
それらを土台に、今年度は、本校の課題である「学ぶ楽しさ」を感じら
れるよう「探究学習」に取り組んでいるところです。理科の学習の成果
を参考に、これからも、各教科の専門的な知識・技能の習得とともに、
安全・安心な居場所の中で、ICTを適切に活用し、子どもたちが主体
的に学び、対話しながら学びを深める時間を効果的に組み合わした
授業づくり、及び、子どもたちが自ら問いを立て、情報収集・分析を繰
り返し、思考錯誤しながら答えを探究する能動的な授業づくりを進め
てまいります。

分析結果を踏まえて取り組んでいくこと

（２）家庭学習について

従来の「読む」「書く」「計算」が主である学校の宿題においては、基
礎的な知識・技能の習得だけにとどまらず、生活経験や身の回りのも
のと関連付けて取り組むようなものにしたり、レポートや短文を作成す
る発展的な学習を取り入れるなど、子どもが勉強することを、主体的
に「知りたい」「伝えたい」「やってみたい」と思えるよう取り組んでま
いります。また、このような成果が見られたことは、保護者のみな様の
家庭でのご対応の賜物だと感謝しております。今後とも、本校の学校
教育活動にご理解・ご支援くださいますよう、よろしくお願いいたします。
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